
申
込
方
法　

希
望
す
る
期
日
（
次
ペ
ー
ジ
を
参
照
）、
氏
名

（
３
人
ま
で
）、
住
所
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
各
期
日
に

つ
き
１
枚
の
は
が
き
で
申
し
込
む

申
込
締
切　

10
月
21
日
（
金
）
消
印
有
効

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
10
月
24
日
（
月
）
午
前
10
時
に

市
役
所
３
階
観
光
交
流
課
で
公
開
抽
選
を
行
い
ま
す
。

問
合
先
　
観
光
交
流
課

　

か
に
窯
め
ぐ
り
は
、
市
内
で
活
躍
し
て
い
る
窯
元
を
探
訪

す
る
企
画
で
す
。
６
月
に
続
き
、
今
回
が
３
回
目
の
開
催
と

な
り
ま
す
。

　

約
４
０
０
年
前
の
桃
山
時
代
の
茶
陶
文
化
を
今
に
受
け
継

ぐ
陶
芸
家
に
よ
る
、
美
濃
桃
山
陶
の
聖
地
に
ふ
さ
わ
し
い
内

容
で
、
参
加
者
か
ら
は
大
変
好
評
で
す
。
さ
ら
に
他
の
窯
元

も
訪
れ
た
い
と
の
感
想
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
窯
め
ぐ
り
で
は
、
作
陶
工
房
で
の
制
作
実
演
見
学

や
絵
付
け
体
験
、
釉
薬
の
配
合
体
験
な
ど
、
日
頃
出
会
え
な

い
時
間
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。
陶
芸
家
な
ら
で
は
の

興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

美
濃
桃
山
陶
の
聖
地
で
、
桃
山
時
代
の
陶
工
た
ち
の
息
遣
い
や
足
跡
を
感
じ
な
が
ら
作
陶

す
る
現
代
の
陶
芸
家
の
皆
さ
ん
。
何
を
目
指
し
、
作
陶
に
励
ん
で
い
る
の
か
。
窯
め
ぐ
り
を

通
し
て
、
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

黒
岩
達た

つ

大ひ
ろ

さ
ん
は
、
陶
芸
家
の
好よ

し

本も
と

宗
し
ゅ
う

峯ほ
う

さ
ん
に
師
事
し
た
後
に
独
立
。

久
々
利
大
平
で
、
主
に
織
部
を
中
心
に

作
陶
し
て
い
ま
す
。

　

植
物
の
生
命
力
あ
ふ
れ
る
深
い
緑
色

と
上
へ
上
へ
と
伸
び
て
い
く
成
長
を
力

強
く
表
現
し
た
作
品
が
特
徴
で
、
昨
年

の
美
濃
陶
芸
展
や
東
海
伝
統
工
芸
展
で

は
最
高
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
な
か
な
か
体
験
で
き
な
い
、

自
分
だ
け
の
釉
薬
の
配
合
な
ど
、オ
リ
ジ

ナ
ル
の
黄
瀬
戸

や
織
部
づ
く
り

に
挑
戦
で
き
ま

す
。

　

美
濃
桃
山
陶

の
奥
深
さ
を
体

験
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

久
々
利
大
萱
で
美
濃
桃
山
陶
の
伝
統

技
法
を
ベ
ー
ス
に
、
主
に
織
部
を
手
掛

け
て
い
る
瀧
口
喜き

兵へ
い

爾じ

さ
ん
と
長
男
の

大だ
い

喜き

さ
ん
。

　

今
回
も
手
回
し
ろ
く
ろ
や
た
た
ら
で

の
制
作
実
演
の
見
学
、
絵
付
け
、
高
台

削
り
な
ど
、
日
頃
体
験
で
き
な
い
ぜ
い

た
く
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
す
。

　

山
下
眞ま

喜き

さ
ん
、
幾い

く

太た

郎ろ
う

さ
ん
親
子

は
、
久
々
利
大
平
の
自
然
豊
か
な
環
境

で
作
陶
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
石
こ
う
の
菊
皿
型
に
た
た

ら
を
押
し
付
け
て
成
形
し
、
竹
串
で
線

刻
し
て
黄
瀬
戸
の
菊
皿
を
制
作
し
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
の
中
で
お
茶
な
ど
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
至
福
の
時
間
を
過
ご

し
ま
せ
ん
か
。

黒
岩  

達
大

瀧
口  

大
喜

山
下 

幾
太
郎

【前回の窯めぐりの様子】
①焼き物に使うもぐさ土を実際に手に取って、加藤弥右衛

門さんの解説に聞き入る参加者
②青山晃大さんの解説を聞きながら、たたら成形の技法を

体験する参加者

美濃桃山陶の歴史を語る瀧口喜兵爾さん

白土と赤土の素
き

地
じ

と釉薬の試作品

お茶のお点前をする山下眞喜さん

①

②

美
濃
桃
山
陶
の
聖
地

か
に
窯
め
ぐ
り

11/2（水）午後２時～４時
内容　美濃桃山陶の釉薬配合など　　募集人数　５人
参加費　5,000 円　　集合場所　荒川豊蔵資料館駐車場

11/17（木）午後１時～３時
内容　制作実演見学、絵付け体験など　　募集人数　５人程度
参加費　5,000 円　　集合場所　荒川豊蔵資料館駐車場

11/29（火）午後２時～４時
内容　たたらで作る黄瀬戸の菊皿　　募集人数　５人程度
参加費　5,000 円　　集合場所　荒川豊蔵資料館駐車場

第３回

・希望する期日

（代表者）
・氏名
・住所
・電話番号

（代表者以外）
・氏名 (２人まで）
・住所
・電話番号

裏面

記入方法

　 5 0 9 - 0 2 9 2

（
住
所
不
要
）

可
児
市
役
所

観
光
交
流
課

か
に
窯
め
ぐ
り
担
当 

宛

表面
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